
在宅看護学

科目到達目標：1.地域・在宅で病や障がいとともに生きる人とその家族の生活と健康およびとりまく環境について説明できる
  2.在宅療養者とその家族の意思（どのように生きて（生活して）いきたいか）を尊重した生活支援について説明できる
  3.在宅ケアにおけるチームケアと看護師の役割について説明できる

科目責任者（所属）：仁科　祐子（地域・精神看護学） 連絡先：nishina@med.tottori-u.ac.jp

回数 月日 時限 講義室 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1 10/3(水) 2 112 在宅看護の特徴、役割を説明できる 「生活」「生きる」を支援する

2 10/3(水) 3 112 在宅看護の対象について説明できる 療養者（利用者）と家族　意思決定

3 10/11(木) 4 112
在宅ケアの実際②  医療的ケアを必要とす
る児と家族へのケア

前垣　義弘
脳神経

小児科学
医療的ケアを要する児と家族へのケアについて説明
できる

医療的ケア児、家族支援

4 10/17(水) 2 112
在宅ケアの実際①  認知症の人と家族へ
の支援

吉野　靖子 (非常勤講師)
認知症の人と家族への支援について意見を述べるこ
とができる

中核症状(認知機能の障害）、BPSD、尊厳

5 10/31(水) 2 112 社会資源①  介護保険制度1 仁科　祐子
地域･精神

看護学
介護保険のしくみを説明できる 介護保険制度、介護給付、居宅介護サービス

6 11/7(水) 2 112 在宅ケアの実際③  在宅終末期ケア 吉岡　伸一
地域･精神

看護学
終末期ケア、エンド・オブ・ライフケアについて意見を
述べることができる

痛み、終末期ケア、緩和ケア、エンド・オブ・ライフ
ケア

7 11/14(水) 2 112
在宅ケアの実際④  病院と地域・在宅との
連携

木村　公恵 (非常勤講師) 病院と地域・在宅との連携の実際を知る
痛み、終末期ケア、緩和ケア、エンド・オブ・ライフ
ケア

8 11/21(水) 2 112 社会資源②  介護保険制度2 仁科　祐子
地域･精神

看護学
介護給付の種類と内容を説明できる

地域連携、退院支援、退院調整、退院前カンファ
レンス

9 11/28(水) 2 112 社会資源③  訪問看護制度1 仁科　祐子
地域･精神

看護学
訪問看護制度のしくみを説明できる 医療保険、介護保険

10 12/5(水) 2 112 社会資源④  訪問看護制度2 仁科　祐子
地域･精神

看護学
訪問看護ステーションのサービス提供体制・管理・運
営について説明できる

管理者、人員基準、介護保険と医療保険の使い
分け

11 12/12(水) 2 112
ICFの概念、考え方、枠組み、特徴、使用目的を理解
する

ICF、居宅介護支援(ケアマネジメント）、居宅ｻｰﾋﾞ
ｽ計画(ケアプラン)

12 12/19(水) 2 実習室
在宅生活を支援する際に参考となる考え方を理解す
る

ストレングスモデル、生活リハビリテーション、
パーソンセンタードアプローチ

13 12/20(木) 3 実習室
生活への希望・意向を確認し、生活上の課題(ﾆｰｽﾞ)
を明らかにできる。必要なｹｱﾌﾟﾗﾝを考えられる

セルフケア、ケアマネジメント、継続看護

14 1/9(水) 2 実習室 事例検討④　グループ発表、まとめ 仁科　祐子
地域･精神

看護学

在宅生活支援に必要な視点について、自分の意見を
述べることができる。在宅ｹｱにおける多職種協働と
看護職の役割について意見を述べることができる

チームケア、連携・協働、自律・責任

15 1/23(水) 2 112 特別講義：新卒で訪問看護をしよう 平尾　佳奈 (非常勤講師)
新卒訪問看護師の楽しさや困難について知り、訪問
看護への興味を深める

新卒訪問看護師

教育グランドデザインとの関連：1、4、5、6、7 ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習をしてください。
学位授与の方針との関連：3 授業のレベル：2
評価：定期試験　 単位取得には定期試験で6割以上の得点が必要．

レポート　40%　(第1,2回,第4回,第7回,第15回の非常勤講師による講義時のレポート．第11-14回の事例検討とレポート．その他非定期のミニレポート．）
＊レポートの詳細は授業中に提示する． ＊授業態度も加味する．
＊事前連絡のないレポートの提出遅れ、未提出は大幅な減点となります．

教科書：河野あゆみ編、新体系看護学全集　在宅看護論　（株）メヂカルフレンド社
参考書：長江弘子編著．生活と医療を統合する継続看護マネジメント．医歯薬出版

　社会保険研究所．訪問看護業務の手引．    社会保険研究所．介護保険制度の解説．

事例検討①～③　在宅療養者とその家族
が「どのように生活していきたいか」を知り、
生活上のﾆｰｽﾞを明らかにする。ｹｱﾌﾟﾗﾝを
考える。在宅生活継続を支援するために必
要な視点について、自分の意見を述べるこ
とができる(個人ﾜｰｸ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ)

仁科　祐子

在宅看護の特徴：目的、役割、対象、方法 鈴木　妙 (非常勤講師)

地域･精神
看護学


